
がん専門医が伝える病院・診療所の上手なかかり方 

もしも島でがんになったら 

アンケート 
○日時   平成２８年９月３０日(金) 午後７時～８時 

○場所   伊平屋村産業連携拠点センター プレゼンテーションホール 

○対象   伊平屋村にお住まいの方 

○参加者  ３３人（アンケート回答率  ８７．９％） 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

50-59

歳 

35% 

40-49

歳 

24% 

30-39

歳 

21% 

60-69

歳 

14% 

20-29

歳 

3% 

70-79

歳 

3% 

1-a.年齢 

女 

62% 

男 

38% 

1-b.性別 

その他 

31% 

行政職

員 

28% 

村民・

患者 

24% 

医療従

事者 

10% 

無回

答 

7% 

2.立場 

わかっ

た 

48% 
よくわ

かった 

45% 

無回答 

4% 

どちらと

も言えな

い 

3% 

 3.この説明会で、診療所が 

携わることができるがん医療の

範囲を理解できましたか 



 

５． ４の理由を教えてください 

大変だとは思いますが、本人の事を考えると生まれ育った所で一生を終えたいじゃない

かと？ 

本人は自分の家で亡くなることは安心だと思います。 

最後は本人の希望を通したい。 

本人の希望を尊重したい気持ちもある反面、不安もある。 

身近にそういう家庭があり、周りの友人、親族に支えられていたいと思います。本人が

怖がりだった方だったので、治ると思いながらがんばっていました。それも家族で支え

ていました。 

・お金、費用（医療費） 

・家族の負担、高額医療制度を使っても額的に負担。 

苦しむ姿を見たくないので。 

最期ぐらい島で過ごさせたい。 

自分が生活していた場所で安心して逝きたい。逝かせたい。 

父親が 3 年前にがんで亡くなった時に病院で寂しくがんと戦っていたんだろうなと思

い、父親を家で看取ってあげればよかったとすごく後悔したから。 

痛みが伴うので、気持ち的には自宅で看取りたいと思うが現実的には厳しいと思う。 

希望というならば…。 

苦しむ姿を直視できるのかわからないので。 

わたしの母は島で看取りたいと思っています。 

自宅で最期、島で最期を迎えたいという思いがあると思うから。 

本人の意志に添いたいと思う。（できる限り）家族で看取ることができる状況であれば

…ですが。 

本人の意思確認で、本人が希望するならなるべく叶えてあげたい。 

本人がそれを望むなら多分受け入れると思う。 

残り少ない時間を病院等で寂しく過ごすより家族で助け合い見守ったほうが人生の最

期にふさわしいと思うから。 

我が生まれ育った島が好きだし、家族に心配を掛けず静かに旅立ちたい。 

希望にそって叶えてあげたい。 

できれ

ばそう

思う 

62% わから

ない 

28% 

非常に

そう思

う 

10% 

4.もし身内が、がんなどを患

い自宅で最期を希望されると

き、自宅で看取りたいですか 



 

 

７． ６の理由を教えてください 

そうしたいとは思うが、家族に大変な思いをさせるなあ？と思ってしまう。 

自分以外の方々に迷惑をかけると思われるから村外の病院でもいいと思います。 

最後であるなら自宅で良いかなと思う。 

残された時間であるならば大切な人と過ごしたい。 

最後まで友人達とかかわっていけたら…と思う（自分の場合）。または家族に負担をか

けたくないとも思う。 

他人に見られたくない。 

家族の負担が大きくなければ自宅を希望する。大切な人がそばにいてくれる方が穏やか

に過ごせる。 

安心して家族と一緒にいたい。 

家族と短い最期を過ごしたい。子供達と思い出を作り、子供達が私のことを忘れないた

めにもぜひ一緒に過ごしたい。 

わが家が一番よい。 

家族の負担を考えると病院でケアーを受ける方がよいと思う。 

家族の気持ちもあるから。 

希望としては自宅で迎えたい。 

最期は痛みや不安が強いと思うので、点滴で意識がなくなるくらいの治療をしてほし

い。 

家族の理解が得られれば自宅で最期をむかえたいと思う。 

→最後の船戸先生の話しを聞いて、自分が暮らしてきた好きな家、場所だから。 

家族と一緒に暮らせるのであれば願う。しかし家族の負担になるのであれば考えてしま

う。 

家族といるだけで気持ちを切り替えることができる。 

自分としては子供達がいる所で治療を続け最期を迎えたい。 

最期は家族に見守られながら迎えたいから。 

家族にありがとうのことばで感謝を申し上げ家族に見守られ健やかに旅立ちたい。 

家族と一緒にいたいから。 

できれ

ばそう

思う 

45% 

わから

ない 

35% 

非常に

そう思

う 

10% 

そう思

うわな

い 

7% 

絶対に

嫌だ 

3% 

 6.ご自身が、もしがんなどで 

最期を迎えるとき 

自宅で迎えたいですか 



少しあ

る 

59% とても

ある 

17% 

どちら

とも言

えない 

10% 

無回答 

7% 

あまり

ない 

7% 

9.がんになったとき、 

伊平屋村で治療することに 

不安はありますか 

どちら

とも言

えない 

35% 

あまり

行き

渡って

いない 

35% 

やや行

き渡っ

ている 

14% 

無回答 

10% 

行き

渡って

いる 

3% 

まった

く行き

渡って

いない 

3% 

11.伊平屋村では、がんの療養につ

いて十分な情報が行き渡っていま

すか 

ちょう

ど良い 

79% 

少し小

さい 

10% 

無回答 

7% 

大きい 

4% 

13.がん療養場所 

ガイドブックの文字の大きさ

（フォントサイズ）について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

伊平屋

村 

41% 

本島中

南部 

28% 

無回答 

17% 

本島

北部 

14% 

8.もしあなたががんになった

ら、どこで治療したいと 

思いますか 

少しあ

る 

48% 

あまり

ない 

21% 

どちら

とも言

えない 

17% 

とても

ある 

7% 

無

回

答 

7% 

10.がんになったとき、 

本島北部で治療することに 

不安はありますか 

わかり

やすい 

41% 
とても

わかり

やすい 

28% 

ちょう

ど良い 

17% 

無回答 

10% 

わかり

にくい 

4% 

12.がん療養場所ガイドブックの

内容について 

どう思われますか 



  

 

 

１７．その他 説明会の感想や、診療所への要望など何かあれば自由に記載してく 

ださい 

伊平屋診療所の役目やがんに対する事がわかりました。もっと村民にも声を掛け合い

多くの参加を願いたい。 

船戸先生の話しを聞いて心強く思いました。伊平屋に来てくれてありがとうございま

す。 

病院と病院の連絡ガイドがあると思います。診療所にて待ち時間が長い事どうにか方

法ありませんかね。 

ガイドラインであったが分かり易くてよかったです。 

がんがとても身近な病気であること、また治療ができる病気だとわかった。 

とてもわかりやすい。よいです。 

初めての説明会で色々学べることも多かったので、これからも事あるごとに説明会を

もってほしいと思います。 

活用で

きそう 

59% 

大いに

活用で

きそう 

31% 

無回答 

7% 

どちら

とも言

えない 

3% 

14. がん療養場所 

ガイドブックを 

活用できそうですか 

作成し

てほし

い 

52% 

どちら

かとい

うと作

成して

ほしい 

31% 

無回答 

10% 

どちら

でもよ

い 

7% 

 15.この冊子を、今後も継続

して作成してほしいと 

思いますか 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他 

代替医療の提供 

がん治療に関する専門用語の解説 

予防医療の提供 

在宅緩和ケア 

がんに関する経済的支援 

16.療養場所ガイドに掲載を望む内容 



このように具体的対応や内容に踏み込んだ講演会はもっとあっても良い、普通になれ

ばと思いました。死に方を考えることは生き方ですね。 

素晴らしいお話をありがとうございました。がんという病気についてこれからも学ん

でいきたいと思います。 

出来るだけ村民のニーズに対応した状況等金のかからない治療、診療所を目指してく

ださい。生きるとは金がかかる。 

船戸先生はすばらしい先生だと思います。きめ細かく説明があるからです。 

 


